

































































　　Trial of Social Studies Education at Center for Teacher Development（1）;  
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を捧げ、『Here, in this holy place, I feel the 
underlying unity of all religions.（ここ、この
聖地にあって、私は、すべての宗教の根底にあ
る統一性を感じる（筆者訳）』と記帳した。」
ここで、皇后（現上皇后）陛下のお言葉を紹介し
た。
T：「皇室の役割とは何か？との質問に対して、皇
后陛下は、何と答えたか？」
S ：「被災地を訪問」「外国の要人と会ったりする？」
「国事行為？」「象徴？」
T：「どれも間違いではない。いい線いっている。
ただ、皇室の役割とは何か？との問いに対し、
皇后陛下は、『皇室は祈りでありたい』と答え
られた。天皇陛下は宮中祭祀などで年に何度も
国民の幸せを祈られる。国内外の戦地への慰霊
や被災地へのお見舞いに行かれ、戦争や災害で
亡くなられた方のために祈り続ける。人のた
め、世のため、平和のために自分を顧みず（無
私の心）祈ること、それは尊いことであると先
生は思う。」
元気の良い彼女も黙ってしまった。宗教的な内容
を含み、理解しがたいと思ったのかもしれない。そ
の後は彼女が、天皇の件に触れることはなかった。
定時制工業高校の教員時代には、皇室に対し極め
て過激な発言をする男子生徒に出会ったこともあ
る。彼は読書家で授業態度も良く真面目な青年であ
り、進路希望は警察官であった。しかし、その志望
理由を聞いて唖然とした。彼とは、放課後、数日か
け社会科室でじっくり懇談し信頼関係を醸成した。
そして、資料を読み比べてもらうことにより、彼は
多様でバランスのとれた考え方を持つに至った。
教職センター（東京西）の授業実践の一端
教職センター（東京西）においては、教員採用試
験対策の教養講座を行っている。歴史の問題で、選
択肢の人物・事績にそれぞれ符号が付き、どれに該
当するかを問う問題があった（以下、T：教師　
S ：学生）。
T：「大仏造立の詔と関連する人物は？『詔』の意
味がわかれば分かる。詔とは誰の命令か？」
S ：「天皇？」
T：「そう、天皇の命令。勅とか詔勅、勅令とか言
うときもある。では答えは？」
S ：「聖武天皇」
T：「そう、ちなみに他にどんな詔があるかな？」
S ：「国分寺建立」
T：「その通り。国分寺・国分尼寺建立の詔」「全国
に国分寺・国分尼寺を造った。その名残が中央
線の駅名にも残っているね。」
S ：「国分寺だ」
T：「この場合の国とは今の県のような規模。当時
の東京は何と呼ばれたか？旧国名で。」
S ：「武蔵」ここで旧国名の日本地図を見せる。
T：「武蔵小金井、武蔵五日市…、武蔵国は今の東
京都より大きく埼玉県も含む。多摩地域南部は
相模国、今の神奈川県。地元山梨は甲斐。他に
も薩摩芋の薩摩は鹿児島、讃岐うどんの讃岐は
香川、土佐の坂本龍馬は高知。お米がおいしい
新潟は越後、薬売りで有名な富山は越中、蟹が
おいしい福井は越前…、他にも上野、下野、上
総、下総のように上・下があるね。この前・
中・後や上・下は、何を基準に前なのか後ろな
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のか？上か下か？」
S ：「…」
T：「当時の日本の中心地は？」
S ：「奈良」「京都」「そうなんだ！京都に近いか遠
いかなんだ。」
T：「そう、正確に言うと都、宮都、つまり、天皇
のいる都。では明治以降から現在の都はどこ
か？」
S ：「東京」
T：「そう、現在の都内の地図を見て何か分かるこ
とは？」東京23区の地図を見せる。
T：「各区に１、２、３と番号が付き、これを行政
順と呼び区が発足した順でもある。一番は？」
S ：「千代田区」
T：「そう、千代田区１－１、この住所には誰が住
んでいる？」
S ：「…」、「あっ、天皇」
T：「そう、皇居のある千代田区を中心に左回転で
らせん状に広がっているのが分かる。」
T：「さて、武蔵国は全国の中でも力があった。な
ぜだと思うか？　一つには有用な鉱物資源が産
したから。秩父に銅山が開発され、皇室に献上
された。これはめでたいと『和銅』に改元され
た。現在は、一
いっ
世
せい
一
いち
元
げん
の制（天皇一代に一つの
元号）だが、江戸時代以前は、めでたいこと、
不吉なことと事あるごとに改元された。この銅
を使って、ある貨幣が作られたね。」
S ：「和同開珎。」
T：「そう。財力のある武蔵の国分寺は壮大な伽藍
だった。それをも遥かに凌ぎ、各国に建立され
た国分寺の総国分寺（総本山）として世界最大
規模の寺が建立された。何という寺か？」
S ：「…」
T：「巨大な大仏（鋳造仏では世界最大）が鎮座す
るお寺。修学旅行で行ったと思うけど。」
S ：「東大寺！」
大仏像の高さ約14.9m、大仏殿は正面の幅（東西）
57.5m（創建当時は86m）、奥行50.5m、棟までの高
さ49.1m。使用された銅量は約500トン。高温で銅
を溶かし型に流し込み、鋳造後の表面に金メッキ
（数トン）…。私は図と写真で説明した。
一人の学生が質問した。
S ：「ところで先生、こんなのもの作って、正直、
何の意味があるんですか？」
T：「これを理解するには当時の人の考えを知る必
要がある。教科書に『鎮護国家の思想』とあ
る。当時盛んだった仏教信仰に基づき、天皇は
仏様の慈悲の力で国を救おうとしたのだ。」
神様や仏様に祈る、それに何の意味があるのか。
祈りの意味や意義、それを現代の日本の青少年に理
解させるのは簡単なことではない。当時、聖武天皇
と光明皇后の最も大切な役割は祈ることだった。形
をかえて、今にも引き継がれている。祈りで、国の
困窮や民の苦しみが救われるというのか。確かにそ
れは簡単ではないだろう。ただ、歴史の学習は、そ
れぞれの時代の人々や指導者の立場になって考えて
みることも大切であり、そのための情報や現代にお
ける類似の体験を伝えることが効果的である。
目に見える物質的な世界だけでなく、目に見えな
い精神的霊的世界を理解しようとすることにより、
物事を多面的多角的に観ることができる。この実践
報告は次回に敷衍したい。
まとめ
中学校学習指導要領では「日本国及び日本国民統
合の象徴としての天皇の地位と天皇の国事に関する
行為について理解させる」、小学校学習指導要領で
は「天皇への理解と敬愛の念を深める」よう求めて
いる。学習指導要領には、過去の判例が示す通り法
的拘束力があり、遵守義務がある。だが、教育の場
では強制は好ましくない。学校現場での円滑な実施
は、権力による支配ではなく、愛情や権威に基づく
理解と相互尊重でなくてはならない。
主権者教育が叫ばれている昨今である。今後と
も、女性宮家、女性天皇・女系天皇の問題、皇室典
範や憲法改正の問題も浮上してくる。日本国憲法に
は、国民主権と題する章はなく、第一条および日本
国憲法前文が国民主権の根拠条文とされている。そ
の第一条に、天皇の地位は「主権の存する日本国民
の総意に基く」とある。主権の存する国民にあるな
らば、国民が多数決で天皇家存続を否決したら、そ
れで天皇家は即、廃止されるのか？
「法は最小限の道徳（イエリネック）」である。道
徳が体系化され慣習法となり、やがて実定法ができ
た。つまり慣習法の歴史の方が圧倒的に長い。人類
社会、日本社会の起源・歴史とともにあると言って
も過言ではない。例えば、武家の最初の法典である
御成敗式目は、武家社会の先例や慣習を明文化した
ものである。古今東西の歴史を紐解けば、実定法よ
りも慣習法の方がより優先されたケースもある。こ
の方が、社会の安定や持続的な発展に資することを
松浦明博
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過去の賢人は理解していたからである。
天皇の象徴としての地位は、「実定法」である日
本国憲法よりもはるかに古い。倫理学者の和辻哲郎
は、天皇とは「祭司」であるとともに「祭祀的統一
者」であるとしている。祭司、つまり祭りを司る
者、祭りといっても「お祭り騒ぎ」ではない。神祭
りとは、神様に祈る厳粛な儀式であり、祭司は多く
の国
くに
民
たみ
を代表し、神に真
しん
摯
し
な祈りを捧げる。神社の
神主や教会の聖職者のような存在であり、天皇はそ
の大
おお
元
もと
、言わば「神
かん
主
ぬし
の中の神主」的存在であろ
う。
日本で長い間、皇室が続いてきたのはなぜだろ
う。改めてこの問いに立ち返り、今後ともその意義
を尋ねてゆきたい。
文献
１）詳説日本史，山川出版社，2012，p.41欄外脚注
２）2018年NHKの世論調査;尊敬41％・好意36％
を合わせると77％，反感０％
３）毎日新聞：1946年５月27日朝刊掲載の世論調
査結果
４）鈴木正男：昭和天皇の御巡幸，展転社，東京，
1992，p.41，p62，p102，p111他
５）読売新聞：オバマ大統領の両陛下への「お辞
儀」，米で波紋（11月16日），竹田津敦史撮影
６）佐藤正宏元侍従次長の発言：平成最後の日～天
皇陛下の退位，TBS，2019.4.26
７）苅田吉夫元式部長官の発言：平成最後の日～天
皇陛下の退位，TBS，2019.4.26　および池田
維：激動のアジア外交とともに－外交官の証
言，中央公論新社，2016
８）松浦明博：日本神話における「高天原」の訓注
の解釈および訓読の転訛に関する研究（教育現
場からの考察），大月短期大学60周年記念論集，
2016
